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§１．研究成果の概要 

  

2020年度は、複数種類の機械学習手法、特徴選択手法を用いて、データの目利き (データの

重要度推定) の技術の基礎を確立した。本研究では、機械学習タスクに対して、データが精度向

上に貢献する度合いをそのデータの重要度と考えている。データの重要度を通信・計算処理の制

御に用い、重要度が高いデータを優先することで、通信や計算容量の厳しい制限下でも、機械学

習タスクの精度を高く維持できる。車両の移動ログの実データセットを用いたシミュレーション評価

により、通信容量の厳しい制限下でも、交通量の予測精度を高く維持できることを示した。また、社

会実装に向け、複数の 3次元イメージセンサ、エッジサーバ、クラウドサーバが相互にネットワーク

接続されたシステムの実装を進めた。現実の交差点に 3次元イメージセンサを複数台設置して取

得データに、クラウドサーバで学習した機械学習モデルを適用し、車両の検知精度の評価から本

研究の提案モデルの有効性を示した。また、エッジサーバで機械学習モデルによる検知を行う処

理の所要時間の評価も行い、今後の設計指針の具体化へとつなげた。 
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